
 電子レセプト請求に対応できます。
 1枚の併用レセプトで請求すること
で、請求事務が簡素化できます。

 被保険者への付加給付の過払
いが解消されます。

 市町村との高額療養費の調整
事務が軽減されます。

 医療費助成費用の請求に審査結果が反
映され、医療費の適正化につながります。

 県またぎの現物給付化が可能となり、償還
払いによる受給者への支払事務が解消さ
れます。

 保険者との高額療養費の調整事務が軽
減されます。


